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生命倫理と先端医療技術との関係
生 死

代理母
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バイオ・（遺伝子・脳）臓器バンク

テーラーメイド医療

遺伝子治療
人工妊娠中絶

出生前（遺伝子）検査・診断

生体・脳死臓器移植

鎮静・安楽死・治療の停止

延命治療

受精卵・胚の利用－ES細胞

生殖補助技術

移植技術

再生技術

遺伝子技術

先端医療技術

臨床研究・臨床試験・治験
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終末期医療の倫理問題について理解する。終末期において生ずる法的問題を概観
する。

概要終末期医療の倫理：

水野 俊誠／稲葉 一人

第12回：講師

脳死をめぐる議論の論点を、法的・倫理的問題と医学的問題を区別し理解する。概要脳死・臓器移植：児玉 聡第13回：講師

精神科医療の倫理問題について理解する。概要精神科医療の倫理：

水野 俊誠／前田 正一

第11回：講師

医療事故に関する問題を理解する。これにより、リスクマネジメントを行う上で基本と
なる知識を習得する。

概要リスクマネジメント：前田 正一第14回：講師

クローン技術について、科学的側面とともに、そこに含まれる様々な倫理的問題を
概観・検討する。

概要クローン技術：堂囿 俊彦第10回（2）：講師

新遺伝学を構成するトピックスを体系的に概観し、その倫理的問題を理解する。概要新遺伝学：額賀 淑郎第10回（1）：講師

生殖医療における倫理的問題について理解する。概要生殖医療：奈良 雅俊／堂囿 俊彦第9回：講師

臨床現場の具体的な症例における、倫理的問題点の検討法の一例を理解する（四
分割表）。

概要臨床症例の倫理的検討法：赤林 朗第8回：講師

インフォームド・コンセントについて法的、倫理学的な知識を習得する。概要インフォームド・コンセント：

前田 正一／水野 俊誠

第7回：講師

マクロ、ミクロの医療資源の配分にしばしば含まれる倫理的問題を理解する。概要医療資源の配分：児玉 聡第6回：講師

原則を中心とする倫理理論に対するオルタナティブとして登場したケアの倫理を理
解する。

概要ケアの倫理：堂囿 俊彦第5回（1）：講師

医療従事者の専門職論、倫理綱領、医療従事者・患者関係モデル等を理解する。概要医療従事者・患者関係：額賀 淑郎第5回（1）：講師

守秘義務及びそれが問われる問題を理解する。個人情報保護の仕組みを理解する。概要守秘義務と個人情報保護：

稲葉 一人／奈良 雅俊

第4回：講師

法と道徳・倫理の違いと、法の基礎的知識を理解する。免許に関する諸法、刑事法、
民事法、判例を理解する。

概要法の基礎：稲葉 一人第3回：講師

医療倫理の四原則、尊厳、パターナリズム等の重要概念について理解する。概要生物医学・医療倫理の原則と重要概念：
水野 俊誠

第2回（1）：講師

規範倫理学の理論についての基礎知識を習得し、理論が倫理的思考において果た
す役割について理解する。

概要倫理学の基礎2：奈良 雅俊第2回（1）：講師

倫理的問題について筋道立てて考え、議論するために必要な知識を理解する。概要倫理学の基礎1：児玉 聡第1回（2）：講師

「倫理」「生命倫理（学）」「バイオエシックス」「医療倫理（学）」とは何か、これらの用
語、概念を理解する。

概要生命・医療倫理学とは：赤林　朗第1回（1）：講師
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貸したら返してもらう権利がある借りたら返す義務がある

責任・権利・義務

法的義務 法的権利

特定の対象がない場合が多い

人が右の頬をうったとき、左の頬も向けよ

左の頬をうつ権利がある？

具体的な相手を予定していない場合もある

特定の相手を予定している
責任・responsibility

道徳的権利道徳的義務
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領域を超えた問題の誕生

移植医療 生殖医療

遺伝子医療
再生医療・クローン・ＥＳ

出典：橳島次郎『先端医療のルール』2001年24頁図２を改編
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法とガイドラインの
すみ分け（一つの考え）

権利侵害性が高い

技術の進展が早い

臓器移植法

クローン禁止法

ヒトゲノム指針

臨床研究指針

疫学研究指針

遺伝子治療指針

ES細胞指針
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人の能力に関する民法の規定
本人の意思によらない能力の補完制度

後見（7~10条）

⇒後見人
禁治産

強度

「精神上の障害に因り事理を弁識す
る能力を欠く常況に在る者」

保佐（11~13条）

⇒保佐人
準禁治産

中度

「精神上の障害に因り事理を弁識す
る能力が著しく不十分なる者」

補助（14~17条）

⇒補助人
なし

軽度

「精神上の障害に因り事理を弁識す
る能力が不十分なる者」

新民法旧民法精神障害の程度
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前２条の罪を犯し、よって人を死傷させた者は、傷害の罪と比較して、
重い罪により処断する

遺棄等致死傷219条

老年者、幼年者、身体障害者又は病者を保護する責任がある者がこ
れらの者を遺棄し、又はその生存に必要な保護をしなかったときは、３
月以上５年以下の懲役に処する

保護責任者遺棄218条

老年、幼年、身体障害又は疾病のために扶助を必要とする者を遺棄
した者は、１年以上の懲役に処する

単純遺棄217条

身体を傷害し、よって人を死亡させた者は、２年以上の有期懲役に処
する

傷害致死205条

人の身体を傷害した者は、10年以下の懲役又は30万円以下の罰金若
しくは科料に処する

傷害204条

人を教唆し若しくは幇助して自殺させ、又は人をその嘱託を受け若しく
はその承諾を得て殺した者は、６月以上７年以下の懲役又は禁錮に
処する

自殺関与及び

同意殺人
202条

人を殺した者は、死刑又は無期若しくは３年以上の懲役に処する殺人199条

法令又は正当な業務による行為は、罰しない。正当行為35条

死に関する刑法の規定
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個人情報保護法のスキーム

利用目的の特定

通知 公表

目的外
使用禁止

開示 訂正 利用禁止

個人情報取扱管理者の義務 本人の「求め」

生存する個人の情報

5000件以上を扱う

学術研究目的は除外第三者
提供禁止


